
○
公
園
や
緑
地
の
整
備
を
行
い
、

緑
あ
ふ
れ
る
街
並
み
に
し
ま
す
。

・
前
田
森
林
公
園
の
拡
張
整
備
は
平
成

十
七
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
お
り
、

今
年
度
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
駐
車
場
、

外
柵
の
造
成
を
行
い
ま
す
。

・
新
た
な
街
区
公
園
を
造
成
し
ま
す
。

今
年
度
は
（
仮
称
）
曙
六－

一
公
園
、

西
宮
の
沢
ち
び
っ
こ
公
園
（
西
宮
の
沢

二
条
四
丁
目
）、
西
宮
の
沢
や
す
ら
ぎ

公
園
（
西
宮
の
沢
一
条
四
丁
目
）
の
三

カ
所
で
す
。

・
曙
地
球
公
園
（
曙
二
条
五
丁
目
）
の

拡
張
造
成
を
行
い
ま
す
。

・
長
い
間
利
用
さ
れ
て
き
た
公
園
を
皆

さ
ん
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
地
域
に
ふ

さ
わ
し
い
公
園
に
造
り
変
え
て
い
き
ま

す
。
今
年
度
対
象
と
な
っ
て
い
る
公
園

は
手
稲
き
つ
つ
き
公
園
（
手
稲
本
町
二

条
四
丁
目
）、
前
田
ひ
ば
り
公
園
（
前

田
四
条
十
三
丁
目
）、
西
宮
の
沢
お
お

ぞ
ら
公
園
（
西
宮
の
沢
四
条
五
丁
目
）

の
三
カ
所
で
す
。

・
新
発
寒
ひ
ま
わ
り
公
園
（
新
発
寒
七

条
十
丁
目
）
に
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

○
第
２
斎
場
（
火
葬
場
）
の
建
設

を
進
め
ま
す
。

今
年
度
は
、
進
入
路
の
用
地
取
得
、

事
業
者
の
選
定
、
進
入
路
実
施
設
計
な

ど
を
行
い
、
平
成
十
七
年
度
中
の
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

ぬ
く
も
り
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

○
区
民
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援

し
ま
す
。

「
て
い
ね
の
森
音
楽
祭
」
や
「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」
な
ど
の
文
化
芸

術
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、「
手
稲
山
口
運

河
ま
つ
り
」「
て
い
ね
が
る
が
わ
桜
ま
つ

り
」な
ど
の
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た

ま
つ
り
を
引
き
続
き
支
援
し
、
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
手
稲
駅
周
辺
地
域
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

自
由
通
路
「
あ
い
く
る
」
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
す
る
ス
ポ
ッ
ト
・
ビ
デ
オ
を
制
作
す

る
ほ
か
、
自
由
通
路
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

○
世
代
間
交
流
健
康
づ
く
り
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
中
の
母
親
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
の
健
康
講
座
や
運
動
体
験
会
な
ど
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る

世
代
を
超
え
た
健
康
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
手
稲
区
保
健
福
祉
フ
ェ
ス
タ
を

開
催
し
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
い
健
や
か
な
生
活
を

目
指
し
、
区
内
の
関
係
団
体
と
連
携
し

て
、
福
祉
機
器
の
展
示
や
食
生
活
の
相

談
、
血
圧
・
体
脂
肪
の
測
定
や
パ
ネ
ル

展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
子
育
て
情
報
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
す
。

子
育
て
中
の
親
子
が
利
用
す
る
公
園

や
児
童
会
館
な
ど
の
公
共
施
設
や
、
各

種
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
す
。

○
手
稲
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。自

然
や
歴
史
、
文
化
と
い
っ
た
手
稲

区
の
環
境
や
地
域
社
会
に
つ
い
て
考
え

る
親
子
の
体
験
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。

▲ 前田森林公園。既存部分
（青い線で囲まれた部分）と
アカシア川をはさんだ位置で
整備が進められている拡張部
分（赤い線で囲まれた部分）。
拡張部分は区民の新しい交流
スペースとしての活用が予定
されています

▲多くの区民でにぎわいを見
せる手稲山口運河まつり

心かよう私たちのふるさとていね

2002―�―広報さっぽろ3手稲


